
石川樹脂工業の
DX



労働生産性（売上高/総労働時間、過去６年）
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石川樹脂工業 DX＆ロボット ハイライト

ロボット：０台 -> 20台+

eCサイト売り上げ：0 -> 3割+

社内コミュニケーション：口頭/メール -> Slack

社内IT人材: 0名 ->10名+



Slackのスモールスタート
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段階的なアプローチにより、検証を重ねた結果、
費用を最小化。



slack導入の効果
（狙い通り）言った言わないが激減し、スムーズな社内コミュニケーションに。

いつでもどこでも、経営陣（自分自身）がどの社員ともコミュニケーション可能

オープンな社内文化へ＊改善提案や夜勤時でのトラブル対応など。

・管理職が不要となり、不要な管理職ポジションを削減。

＝＞よりオープンでフラットな組織構造へ



オープンな会
社になること
の変化

クローズドな商談や自分だけが知ってい
たい情報を好む人が不満。

どうしてもチャットツールになじめない
人が発生

多くの管理職が不要になるため、手を動
かすワーキングマネージャーの需要増

若手が活躍しやすくなり、新卒採用も活
発になり、若手の突き上げが多くなる。



EC事業におけるリスキリング
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AMAZON SALES *２０２０年１０月を１００とする。



自社ブランドARAS
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ECのスモールステップ



Amazonでのステップチェンジ
 -リスキリング-
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ロボットによる生産改革



ロボット導入以前

• 労働力不足から技能実習生に頼った生産体制
• 言語の壁や日本の相対的賃金低下による労働意欲低下
• 人手不足による生産量の制限



ロボットのスモールステップ
•最初は半信半疑で２名&1台でスモールスタート
・ FANUCによる伴走型の支援
•実際のプロジェクト＋外部トレーニング

＝＞１年後には４台に拡大し展開



ロボット導入の効果
•生産性向上の一番の要因(コスト減・生産量増）
2ライン/人ｰ>12ライン/人になった工程も！

•さらなる自動化への機運が高まり、
慢性的に技術者不足（理系採用の強化）



前半まとめ

１.オープンな風土

２.eCを中心としたデジタル新規事業

３.ロボットによる生産性改革

＝＞グローバルで戦える土台づくり。




